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はじめに

RFID は電波によって情報を伝達する個体

自動認識技術の一つであり、公共交通機関の

チケット（ICOCA や PiTaPa 等）や電子マネ

ー（おサイフケータイ）、物流管理での利用が

始まっている。とりわけ電池を搭載しないパ

ッシブ型 RFID タグは小型化が容易で、将来

のユビキタス社会における利用にも期待され

ている。本稿では、パッシブ型 RFID タグを

利用した高精度な位置検出手法を紹介する。

提案する位置検出手法は、2 台のアンテナを

対向して設置し、そこから出力する電波強度

を制御することで 1台のアンテナによる従来

の位置検出手法よりも高精度な位置情報を得

るものである。具体的には、廊下のような通

路に設置し、その場所を通行するタグを所持

した人の位置を、従来よりも高精度に検出す

るといった応用が考えられる。実際にプロト

タイプを構築して効果を確認している。

高精度位置検出の原理

図１左図に示すように、通路両側に電波の

発射方向が対向する２台のアンテナを設置し、

その間を複数のレーン（この場合３つ）に仮

想的に分割する。左右のアンテナからの電波

強度を、ちょうどレーン上の一領域のみで重

なるように制御する。今、レーン１の領域（斜

線部）のみに両アンテナの電波が届いている

時、タグを所持した人がここを通過すれば、

個体識別と位置検出を同時にできる。図１右

図は RFIDの従来の利用による位置検出であ

る。両者の電波到達領域（斜線部）を比較す

ると、提案手法の方がタグの存在エリアを絞

り込めることが分かる。時系列的に残りのレ

ーンを走査することで、人が通路全幅中のど

のレーンを通過したかの位置情報が得られる。

この処理により、アンテナ１台の場合と同等

図１ 位置検出手法（左：高精度位置検出手

法、右：従来の位置検出手法）

図２ Ｔ型アッテネータ

図３ 減衰量とタグの反応距離の関係

の位置検出エリアを確保しながら、高精度な

位置検出が可能である。

電波出力を多段階に制御する具体的手段と

して、図２のＴ型アッテネータ（減衰器）を

用いた。これは、３つの酸化金属皮膜抵抗（電

力容量 1W）をブリッジ状に接続したもので、

出力電波の信号を抵抗値に応じて減衰させる

ことができる。これを RFID リーダーとアン

テナ間に接続して電波出力を減衰させた。

図３に、８種類の減衰量（０～29dB）のアッ

テネータを利用した時の、タグをアンテナに

近づけて行った時に最初に反応した距離を示

す。減衰量の増加に対し反応距離が一様に短
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縮することが確認できる。この減衰器を利用

して、先述の位置検出手法を検証するための

プロトタイプを試作した。

高精度位置検出プロトタイプシステム

図４に RFIDを利用した高精度位置検出プ

ロトタイプシステムの構成図を示す。図１に

示した三段階の電波強度制御を行うために、

二種類のアッテネータ（11,16dB）を使用し

た。図５に位置検出エリアとタグを保持した

人を模擬した人形を示す。タグが両アンテナ

からの電波に反応すれば、タグの ID と位置

情報を PC に送信し、さらに検出位置に応じ

て視野を変更するカメラが画像を送信する。

従来の手法では位置検出精度が低いため検出

エリア全体を一視野で撮像した右下の画像し

か得られなかった。今回提案した手法では高

精度な位置情報が得られるために詳細な画像

が得られている。

提案した位置検出手法の応用例の一つとし

て、徘徊患者の方が入院されている施設での

利用が考えられる。施設では、患者の安全確

保という観点から単独で危険な場所へ侵入す

るのを検知して、侵入を未然に防ぐ必要があ

る。本プロトタイプを侵入禁止区域の入り口

に設置すれば、患者の所持したタグを検知す

るとナースステーションにその情報と画像を

自動的に報知するシステムに応用できる。高

精度な位置情報と画像が得られるので、患者

が付き添い者と一緒に侵入したのか（安全）、

単独で侵入したのか（危険）の区別を判断し

易くなる。

おわりに

看視等に応用可能な RFIDによる高精度な

位置検出手法の原理を紹介し、実際にプロト

タイプシステムを製作して有効性を確認した。

廊下等に設置するための実用段階においては、

検出時間の短縮化や廊下の幅程度まで電波が

到達できるような長距離化が必要である。後

者については、送受信周波数に UHF 帯を利

用した RFID 機器の利用が考えられる。

図４ プロトタイプシステム構成図

図５ 位置検出エリア
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